第３５回運営委員会概要
日　時　　平成２２年４月１日（木）　午後６時３０分～午後８時４０分
場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室
出席者　　田中寛志、木村義恭（進行）、合田美津子、関修、鎌田和子、川田弘教、山田正幸、山田耕一、平田和弘、平田誠治、和田浩一
事務局　　武田企画グループ総括主幹、沼田政策推進グループ兼市民活動センター主査、千葉社会教育グループ主査、北村市民サービスグループ担当員
議事項目
○報告事項
　　第１号　運営見直し委員会報告について

　　
配付資料
　①運営委員会式次第
　②見直し委員会中間報告資料
　③まとめ
　
１　会長からの情報提供

◆　（仮称）登別市民フェスティバルの実行委員会に参加した。フェスティバルでの役割分担が協議され、市民自治推進委員会は市民会館の中ホールを会場に郷土芸能について、実演や体験、写真展などを開催したいと考えている。皆さんのご協力をお願いする。

２　市民自治フォーラムについて

◆　参加者からのアンケートが全部で７２枚集まった。結果を集約し、アンケート結果を取りまとめたので、ご報告する。データは事務局に提出する。

◆　市民フォーラムの事後研修を実施したいと考えている。次回の運営委員会で具体的な実施方法等報告をする。
◆　講演会のテープ起こしが終了し、データは自分が預かっている。とりまとめを行っているので、もう少々待って欲しい。

３　見直し委員会の報告について
◆　６回の会議を実施し、本日配布した資料を作成した。
　～　資料により説明

◆　組織の見直し案として、部会制と全体会議を廃止し、総括Ｇ、活動Ｇの２部制の導入をしたいと考えている。

◆　市民自治推進委員会が立ち上がった当初は、いろんな思いがあったが、まちづくり基本条例の２８条を確認せず走ってしまい、本来の目的がどこかにいってしまった。いったん整理しないとだめ。統括と実行部隊という２つの機能が大事。
◆　専門的な話し合いを行いたいときは、プロジェクトチームを作っても良いのか。
◆　今度はテーマが決まったら、やりたい人が集まってグループを作るような組織にしたい。また活動の場は市民活動センターを活用したい。

◆　今までは行政主導だった。今後は部会制をやめて進めようとしている。行政側はどう判断しているのか。

◆　３年間活動した結果を勘案して、組織案が作られている。特に問題はないように感じている。（事務局）

◆　見直し委員会の中で、規約の考え方も含めた組織のあり方について、最終案の協議を進めていただきたい。見直し委員会委員の増員が必要なら、合田委員が指名して、見直し委員会に参加ができることとします。

また、見直し委員会の結論は早めに出すこととし、見直し案が確定するまでの間は、既存の部会による活動を進めるものとします。
４　部会活動報告

◆　３月７日に実施した市民自治フォーラムの感想。自己研修会の検討を行った（第１部会）
◆　資源回収奨励金の使い道について、検討したい。（第２部会）

◆　前回は流会した。子どもの関係はテーマとして難しいが、検討を進めたい。（第３部会）

◆　市制４０周年を機会に、地域の魅力を再発見するため、市内を６地区に分けてウォーキングを実施したい。１回目は５月９日中登別の桜祭りと共催してヘルシーウォーキングを実施したい。皆さんにも参加して欲しい。（第４部会）
◆　開催していない。（第５部会）

◆　学校問題について検討したい。当面は教育委員会やＰＴＡと接触を持ちながら進めたいと考えている。（第６部会）

５　事務局報告

◆　３月２７日に登別市民活動センターがオープンした。市民自治推進委員会も団体登録していただいたので、１階は無料で利用できます。２階は有料ですが４部屋あります。次回の会議から積極的に活用していただきたい。

６　次回運営委員会開催日時
◆　日時：平成２２年５月１２日（水）　１８時３０分～
　　場所：登別市市民活動センター「のぼりん」　２階　市民活動室Ａ
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